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日により寒暖差が大きく、凍える日もあれば暖かい日もあるため、日本では経験しない気候の変化を

日々感じています。ダウンジャケットを着ても寒いと感じる日でも、半袖と短パンのアメリカ人を見かけること

も多く、驚きです。こちらに来て2ヶ月以上が経ちましたが、日々新しい学びと発見の連続です。 

 

【Genki Kids】 

先月のレポートに引き続き、授業について紹介します。Genki Kidsの授業では、日本人と現地の日本語

学習者が先生となり、アメリカの小学生に日本語を教えます。毎週、子どもたちは笑顔で教室に来て楽しそ

うに日本語を話してくれるので、癒されています。残り数回となってしまい、彼らに会えなくなるのがとても寂

しいです。 

 

【Cross-Cultural Communication】 

この授業では、さまざまな場所に出向き、各自の文化を紹介しています。図書館、子どもセンター、老人

ホーム、大学の文化授業などで、主にプレゼンテーションとアクティビティを通じて日本文化を紹介していま

す。スピーチのクラスでは、内容や時間が決まったフォーマルなプレゼンテーションを行いますが、この授

業では観客の興味を引き込み、巻き込むことに焦点を当てているため、ユーモアを交えたり、観客の発言

を引き出したりする能力が身についてきたと感じます。ある高校では、50分間の授業を1人で担当しました。

日本語でも50分間の発表をしたことがなかったので不安でしたが、無事にやり遂げ、3分間のスピーチで緊

張していた頃から成長を感じました。 

 

【ハロウィン】 

  アメリカの10月はハロウィン一色です。この1ヶ月で体験したハロウィンに関するイベント等を紹介していこう

と思います。 

 

・ハロウィンパレード 

フィンドレー地区で最大のイベントがハロウィンパレードです。企業や個人が飾

り付けた巨大な車で仮装して街を行進し、見物する子どもたちは袋やバケツを

持ってキャンディをもらいます。デコレーションの規模やキャンディの量にアメリ

カらしさを感じ、とても楽しいイベントでした。 

 

 

・各家のデコレーション 

多くの家がハロウィンのデコレーションに力を入れており、巨大なお化けやリア

ルな装飾が施されています。庭を見て回るだけでも楽しめます。（同時に各家

庭の支持政党の看板も多く見られました。）また、ある日ハウスメイトが家中を

デコレーションしており、さすがでした。 

 

 

・ハロウィンビンゴ 

学生団体主催のビンゴ大会兼仮装コンテストに参加しました。友人と初めて人

生初めての仮装をし、ペア部門で賞をいただきました。ビンゴでは100人近くの

参加者の中で2番目になり、大満足のイベントでした。 

 

 



・カボチャペインティング 

大学のイベントでカボチャペインティングに参加しました。アメリカで

はカボチャはデコレーションやパイの材料として認識されており、

「日本では野菜として食べる」と話すと驚かれます。このカボチャは

我が家のデコレーションの一部となっています。 

 

 

 

・Pumpkin patch 

パンプキンパッチとは、ハロウィンシーズンに行われるかぼちゃ狩りを指しま

す。農場で大量のカボチャが販売され、写真スポットにもなっています。カボチ

ャにこれほど種類があることに驚き、紅葉とともに秋を感じるイベントでした。 

 

 

 

 

 

・隣人のハロウィンパーティ 

大学敷地内に住む地元の方が学生のためにハロウィンパーティを開いてくれ

ました。庭から家の中まで凝ったデコレーションが施され、アメリカ人のイベント

への熱意を再確認しました。特に旦那さんがイベントやイタズラ好きで、釣り糸

やバッテリーを使って本物に見えるUFOを作って地元警察を驚かせた話や、

ボタンを押すと草むらからお化けの声が出る仕掛けを作っている話など、自由

な発想に驚かされました。 

 

 

 

・お化け屋敷 

刑事司法学部の学生が主催するお化け屋敷にも行きました。一軒家全体をお

化け屋敷に改装し、学生たちが仮装して参加者を驚かせます。この日はダウ

ンジャケットが必要なほど寒かったのですが、薄着で役に徹する彼らのプロ意

識に感心しました。 

 

 

 

・保育園でのハロウィン 

大学とは別にボランティア活動をしている地元の保育園で、ハロウィン当日に

は生徒たちがコスチュームで登園し、とても可愛かったです。マリオやクッパ、

ヨッシー、ピーチ姫、ピカチュウ、ポケモントレーナー、ソニックなど、日本のキ

ャラクターのコスチュームが多く、嬉しく感じました。 

 

 

 本場のハロウィンを満喫し、充実した10月を過ごしました。今学期の終わりが近づいているので、最終レ

ポートなどに力を入れていくと共に、冬休みの予定をしっかり立てていきたいと思います。 

 

 

本報告書についてご質問、お問い合わせ等ございましたら、以下のメールアドレスまでご連絡 ください。 

wakaharak@findlay.edu 
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